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1　計画概要

計画地の位置 神奈川県横浜市西区みなとみらい五丁目及びみなとみらい六丁目地内

地域地区等

高度地区（最高限）：第７種高度地区、高度地区（最低限）：最低限１種高度地区

防火・準防火地域  ：防火地域、駐車場整備地区  ：中央地区駐車場整備地区

地区計画：みなとみらい２１中央地区地区計画、街づくり協議地区等：みなとみらい２１地区街づくり協議地区

景観計画等 ：景観推進地区、都市景観協議地区

指定容積率 800％

指定建ぺい率 80％（防火地域内耐火建築物 100％）

都市再生特別地区の区域面積 約 1.6ha

計画容積率 880％

建築物の高さの最高限度 180m、40m、16m、10m、5 ｍ

敷地面積 約 11,820㎡

容積対象床面積 約 103,400㎡

延床面積 約 113,400㎡

主要用途 事務所、店舗、美術館、地域冷暖房施設

階数／高さ 地上 29 階・地下 2 階／約 179.8 ｍ
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配置図

イメージパース

みなとみらい２１中央地区 52 街区地区みなとみらい２１中央地区 52 街区地区みなとみらい２１中央地区 52 街区地区
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2　本計画が果たす役割
■ 上位計画からの要請（キーワード抜粋）

まちを楽しむ回遊性の強化と国際的魅力あふれるビジネス・文化・交流複合拠点を整備した「SMART　OASIS」の実現

世界中の人々を惹きつける都市機能の導入
まちの魅力を楽しむ都市基盤の拡充

脱炭素化への取組と防災機能の強化

1
2

3

■ 計画地をとりまく現状・課題分析 ＋
・キング軸及びビジネスゾーン A における
　整備の最後の開発街区

・各方面のデッキレベル歩行者ネットワークの
結節点と回遊性を高める地区

・高島中央公園を補完する大規模緑地を街角に
配置できる潜在性

・大規模プラントが整備可能な最後の街区

52 街区の地区特性

4

 MM ２１地区は上位計画の要請から
質の高い業務地区を目指す必要性が
あり、オフィスビルは十分な基準階
床面積　及び天井高を確保し、柔軟
な区画割に対応できること等が必要

計画地のある西区は市内で最も緑被
率が低く、みなとみらい２１地区で
は歩行者空間の創造や、キング軸では
象徴性が感じられる緑化が求められ
ている（西区まちづくり方針より）

横浜市はエネルギーの合理的か
つ効率的な利用を推進しており、
地区の成長に合わせて、地域熱
供給能力の増強が必要になる

アフターコロナによる価値観の
変化により、多彩な人々が交流
できる新たな働くスペースが求
められている

都市再生緊急整備地域 横浜市都心臨海部再生マスタープラン
企業集積を活かしたビジネス・産業を創出

観光エンターテイメント施設の集積・活用

地区内の歩行者ネットワークの整備や緑化の推進
災害時に安心して行動できるような支援機能

地区としてのエネルギー供給体制を強化

世界中の人々を惹き付ける――拠点
まちを楽しむ――回遊性
スマートな環境の創出――環境
災害に強い都心臨海部の実現――防災
都市活動の担い手が活躍する――コミュニティ

▶ 5 つの施策

観光客が多いエリアで国際的人気も
高く、横浜みなとみらい地区におい
て、国際的な文化・エンターテイン
メント施設が求められている

横浜市都市計画マスタープラン（全体構想、西区まちづくり方針）
高次の業務、商業、文化、観光、交流など更なる機能集積を図る
都市機能の強化とともに、水や緑環境を創出する
様々な機能の有機的な結合に向けた土地利用
国際交流拠点にふさわしい都市機能の充実
世界に誇れる都市空間の創造
安全性・環境性に優れたスマートなまちの創造
多様なアクティビティが共存できるエリアマネジメント

業務業務 文化 観光 歩行者 環境緑化

1. 高規格オフィス機能

業務機能 文化・交流機能 歩行者ネットワーク 防災 コミュニティづくり多機能集積 環境・緑化

2. イノベーションプラットフォームと屋上ラウンジ

3. 世界初ゲームアートミュージアム

1. キングデッキ多機能化整備

2. アートガーデンを含む大規模緑化空間整備

3. とちのき通り歩行者デッキ（歩道橋）整備

1. 地域熱供給プラント（DHC）の整備

2.BCP 機能の強化

効果：本社機能誘致、賑わい交流促進、グローバル集客増進

3. 脱炭素化への取組
エリアマネジメントでの取り組み

効果：まちの活性化・魅力の向上

効果：地区内回遊性向上、緑の質と量の向上、景観形成

効果：地区のエネルギー供給強化、防災対応力強化、地域の環境保全

オフィス

大規模緑地

高島中央公園

DHC

キング軸

イノベーション
プラットフォーム

都市基盤

環境

ゲームアート
ミュージアム



3

3　都市再生への貢献
本計画では、私たちは施設全体を「SMART OASIS」とし、緑あふれる潤いと賑わい、文化芸術の発信を通じて
MM21 地区の発展に寄与します。魅力あふれるビジネス・文化拠点を整備した「SMART　OASIS」を実現します

駐車場

イノベーション
プラットフォーム

地域熱供給プラント（DHC）

オフィス

ゲームアート
ミュージアム

DHC
クーリングタワー

商業
アート
ガーデン

キング
デッキ

屋上ラウンジ

1 2

3

世界中の人々を惹きつける都市機能の導入 まちの魅力を楽しむ都市基盤の拡充

脱炭素化への取組と防災機能の強化 エリアマネジメントでの取り組み

1. キングデッキ多機能化整備
キングデッキをアート空間、情報発信、防災広場として
多機能整備、さらに歩行者ネットワーク完成

2. アートガーデンを含む大規模緑化空間整備
敷地南側のアートガーデン、
およびキングデッキを大規模緑化空間として整備

3. とちのき通り歩行者デッキ（歩道橋）整備
60・61 街区方面への歩行者デッキを本計画と併せて整備

1. 高規格オフィス機能
1 フロア 800 坪超、専用内階段設置や柔軟な区画割可能な
競争力のあるオフィス（総貸室面積 20,000 坪超）を整備

2. イノベーションプラットフォームと屋上ラウンジ
低層階に賑わい施設としてのワークスペース＝イノベーション
プラットフォームを整備し、屋上に屋上ラウンジを配置

3. 世界初ゲームアートミュージアム
3 階建低層美術館とガーデンをアート空間として一体整備

横浜みなとみらい 21 と連携を図り、
活性化・魅力の向上に貢献

建物イメージ図

1. 地域熱供給プラントの整備
MM ２１中央地区の開発完了に向けて安定的な
熱供給を可能とする 20,000RT のプラントの設置

2.BCP 機能の強化
帰宅困難者の一時滞在スペースの開放、防災倉庫や
非常用発電機など 72 時間滞在可能な生活インフラの整備

3. 脱炭素化への取組
CASBEE S ランク、LEED Gold 以上の取得を目指す

4



4

4-1. 世界中の人々を惹きつける都市機能の導入

1. 高規格オフィス

1. 市場性の高い基準階専有面積 800 坪超、総貸室面積 20,000 坪超のボリューム

2. 専用内階段・フレキシブルフロアの設置などが可能な高規格なスペック

3. 屋上ラウンジ

1. 人や知識や感性が出会い、次世代へのアイデア創出を誘発する場

2. コミュニケーションカフェ、ワーキングラウンジ

2. イノベーションプラットフォームと屋上ラウンジ

・本社機能として対応可能なボリュームである

1 フロア 800 坪超、総貸室面積 20,000 坪超の

オフィスを整備します。

・整形で使いやすく多様な業務機能に対応でき

る基準階平面を確保します。

・最小区画面積を 50 坪以下とし、複層階にまた

がるフロア貸しまで、柔軟に設定が可能です。

多様なワークスタイルの受け皿として

1 フロア最大 8 分割まで対応できます。

・センターコアとすることで４面開口部となる

計画とし、「見る」眺望・開放性と「見られる」

ランドマーク性を確保します。

・社内の回遊性を高め自由な行き来によって、

より偶発的なコミュニケーションが生まれる

ことが期待される「専用内階段」を全オフィ

スフロアで設置可能な仕様となっています。

・研究開発への対応や実験設備設置を考慮し、天

井高 3,300㎜を確保可能なフレキシブルフロアを

２フロア設置します。また、全ての階でコンセン

ト用電源を 100VA まで増設可能とします。

・アフターコロナ時代の価値シフトにより、知識の創造などひらめきや柔軟性を主とした業務内容が重視される

「働き方」のアップデート、オフィスは必要に応じて利用される空間になる「働く場所」のアップデートがなされ、

それに対応したスペースの創出が必要となりました。

・低層部には隣接街区の屋内外の施設や公園と連携する緑や水の流れ、風の感じられる快適な共用スペースや食事がで

きるカフェを設け、色々な場所が個人のワークスペースに変化する皆のプラットフォームのような存在となります。

・産学連携、個人個人の新しい「働き方」を支援する機能、入居テナントと周辺住民の交流などが期待されます。

・2 階は地域の交流促進するコミュニケーションカフェ、3 階は入居するオフィスワーカー同士の

交流を促進するワーキングラウンジを設置します。

・キング軸上のコモンスペースと一体に利用できるように間仕切りを開放可能とし、外部空間へも広がるワークスペースを提供します。

・キング軸で 1 番高い建物となり、臨港パークまで綺麗に眺

望できる空間で、入居するオフィスワーカーの働く空間と

して、家具等を配置し人々の賑わいを創出します。

・普段は入居するオフィスワーカーのための癒しの休憩スペースで

すが、地元学生等を対象に社会教育活動の一環として開放します。

内階段イメージ
写真出典：iStock

屋上ラウンジイメージ
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みなとみらい21中央地区52街区　③ 開発計画等を審査するための提出書類29 　パース図　キングデッキよりコミュニケーションカフェをみる

みなとみらい21中央地区52街区　③ 開発計画等を審査するための提出書類31 　パース図　コミュニケーションカフェ全体

みなとみらい21中央地区52街区　③ 開発計画等を審査するための提出書類32 　パース図　ワーキングラウンジ

イノベーションプラットフォーム・屋上ラウンジ～「新たな出会い」「新たな働き方」そして「新たな発見の場」が生まれる多様な交流機能の提案～
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８．キング軸を中心とした外構デザイン

a 断面 _ 外構計画断面構成外構イメージ 屋内外部一体利用のコミュニケーションカフェのイメージ西大階段

・内部と一体的な利用を想定した開閉可能な大開口
・内部仕上げや家具の設えを外構デザインと合わせ
ることで内部へと動線を引き込む空間構成

・自然素材の採用や暖色を基調とした色彩計画によ
り温かみと親しみのある空間

・ 低層部に緑を纏わせることで、街区を訪れる全ての人に癒しと憩いの場を与える計画とします。
・２F キングデッキは「オープンスペース」と「流動スペース」「滞留スペース」が共存した空間で、多様な人々が移動し、立ち寄り、滞在でき、イベントの開催も可能な自由度の高い場所となるため、緑の基壇によっ
てそれぞれの機能を分けながら、融合する計画とします。

■ B.2 階アウトドアワーキングプレイス
　　「コミュニケーションカフェ」との連携

■オフィス棟低層部コンセプト　「オアシス」=  緑の基壇

・緑・水に包まれた階段脇のワーキングスペース
・キング軸の地上から２階へと人々を誘うメイン動
線となる大階段として象徴的なデザイン

・隣接街区とのつながりを作り出す２方向に開けた
形態や水景の併設

・アートガーデンを含めた立体的な賑わいと緑
・高層棟の圧迫感と吹き下ろし、吹き込みの風を緩
和する建物形態

・プライベートな空間でありつつ開放的な外部ワー
キングスペース

■ A. 西大階段
　　  「キング軸の縦方向移動動線」

■ C.3 階ラウンジテラス
　　　「ワーキングラウンジ」との連携

A

B
3F ラウンジテラス

ワーキング
ラウンジ

ラウンジ
テラス

みなとみらい２１中央地区５２街区開発事業計画 横浜市都市美対策審議会資料 2022/01/14
※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります
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１０．夜間景観（キングデッキ）

■立体的で奥行きある照明デザイン

■ゲームアートミュージアム外壁のライトアップ

52 街区では、地上レベル～２階デッキレベル～３階
デッキテラスレベルまでの３層にわたる空間構成を
活かして、建物外壁面や屋外の「緑の中の居場所」
に照明を配置する他、屋内の賑わい施設の内壁面、
天井面などの照明効果も利用することで、立体的で
奥行きのある夜間の賑わい空間づくりを行います。

特色ある外観を活かした温かみと上昇感のあるライトアップを行い夜間の賑わいのシンボルとします。
・色温度は 3500K 程度とし、曲線の壁面をやわらかい表情と白色を強調する計画

・直接光を避けた間接的で温かみのある照明を使い、
   居住空間から見る夜間景観が生活の質をより高め
   るような環境になるように計画

・駅方向と住宅エリアを結ぶ低層部の歩行空間は庇
  や軒、デッキの照明計画により隣接街区からの連続
  性に配慮して計画

■照明計画にあたり配慮する事

■人が集う場のライティングの手法
・ヒューマンフレンドリーな暖かい光色

2F美術館 
2Fキングデッキ

3Fワーキングラウンジ

   2F  コミュニケーションカフェ

コミュニケーションカフェ前から美術館方向の夜間イメージ

オフィス棟低層部の夜間イメージ

みなとみらい２１中央地区５２街区開発事業計画 横浜市都市美対策審議会資料 2022/01/14
※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります

ラウンジテラス

カフェ外部
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８．キング軸を中心とした外構デザイン

高層棟外装のボリューム操作により吹き下ろしの風を抑
え、中高木を配置することで風環境や直射日光による影
響を軽減します。南側に低層の建物を配置することで明
るく開放感のある居場所つくりを実現します。

店舗とつながる空間イメージ

夏場でも快適な木陰の空間（アウトドアワーキングプレイス）

温熱環境断面

アウトドアワーキングプレイス

キングデッキの通路空間

イノベーションプラットフォーム

賑わいを感じる内部廊下

国連大学前のマルシェ マルシェ用テント配置検討

■居心地の良い外部空間

■

■賑わいを感じる流動スペース

■オープンスペース

■滞留スペース

日常は視界の開けた動線として賑わいや緑を感じる場所である
一方、休日にはイベントスペースとしての活用も想定します。

滞留スペースと空間的な抜けを残しつつ緩やかに分け、賑わい
と緑によって動線を他街区と繋ぎ合わせます。

キングデッキや大階段、建物内のイノベーションプラットフォー
ムに緑に包まれた居場所を点在させることで、街区全体に憩い
と賑わいをもたらします。

店舗

A

B

C

D

E

E

DC

BA

みなとみらい２１中央地区５２街区開発事業計画 横浜市都市美対策審議会資料 2022/01/14
※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります

（イノベーションプラットフォーム）
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インキュベーションラボ

サービスステーション

コミュニケーションカフェ

アートカフェ

イノベーションスタジオ

　２階　コミュニケーションカフェ、イノベーションスタジオ　［新たな出会いと交流］［新たな発見の場］

　３階　ワーキングラウンジ・屋上ラウンジ［新たな働き方］

1

容積割増対象エリア　１

②．キングデッキの多機能化（１F）

みなとみらい 21 中央地区 52 街区開発事業計画　221012

・デッキ下ピロティ水景広場
デッキ下に賑わいの空間を創出するため、家具等を配置する
ことで用途発生となり容積が必要

水景広場イメージ 1. キング軸から見る

水景広場イメージ 2. ポケットパークから見る

デッキ下ピロティ空間
キング軸とは異なり、デッキによる日陰の空間となり日差しを遮りながら人々
が憩える空間を創出する。アートガーデンの水や緑と繋がりある空間とする
ため、デッキしたの一部には水景を計画し、水景に隣接するポケットパーク
には植栽を配置する。

① . 屋上ラウンジの整備

約 140㎡

・屋上ラウンジ空間

屋上ラウンジ
キング軸で 1 番高い建物となり、臨港パークまで綺麗に眺望でき
る空間で、テナント利用者の働く空間として、家具等を配置し人々
の賑わいを創出する。

対面する住宅棟への配慮
屋上デッキレベルは 140m、対面する住宅棟の高さは約 100m のた
め、見下ろす形とはなるが、見合う形にはならない高さとする。
また、視界を制御するフィルム貼りや、窓際家具形状などに配慮する

屋上デッキイメージ

イノベーションスタジオ

多目的に利用される大空間。人が集まり交流
するスタジオ地域開放型イベントスペース

※有料利用

カジュアルなカフェ空間。気軽に利用ができ
多種多様な人の目的に対応するスペース。
地域交流スペース兼コワーキングスペース

内外一体となった地域交流空間

コミュニケーションカフェ

テナント企業だけに許された特別なサード
プレイス。働きたくなる空間を演出。

B　ワーキングラウンジ・アートガーデンを含めた
　立体的な賑わいと緑
・高層棟の圧迫感と吹き下ろし、　
　吹き込みの風を緩和する建物形態
・プライベートな空間でありつつ
　開放的な外部ワーキングスペース

・内部と一体的な利用を想定した開閉可能な大開口
・内部仕上げや家具の設えを外構デザインと合わせることで内部へと動線を引き込む空間構成
・自然素材の採用や暖色を基調とした色彩計画により温かみと親しみのある空間

キング軸に面し、緑に囲まれた緑ある外部
のテラス空間。アウトドアワーキング対応。

屋上階

３階

D屋上ラウンジCラウンジテラス (3 階 )

B ワーキングラウンジ (3 階 )

C　ラウンジテラス（容積対象外）

イノベーションスタジオイノベーションスタジオイノベーションスタジオ

コミュニケーションカフェコミュニケーションカフェコミュニケーションカフェ

キングデッキキングデッキキングデッキ

2 階アクソメイメージ 断面イメージ

AAA

BBB

CCC

約　700㎡ ( 想定 50 人前後 )

約　350㎡ ( 想定 25 人前後 )

地域交流施設

産学連携、企業間、地域住民間の相互交流
の促進の場の提供

３階はテナント内部の人の
                                         交流を促す空間
  屋上はオフィスワーカーの
　　　                   休憩できる癒し空間
オフィス内部にとどまらない働き方に対応

みなとみらい 21 中央地区 52 街区開発事業計画　221012

新たな働き方 新たな出会い

新たな発見の場

A ゾーン　約　800㎡

約 430㎡

DDD

DDD

D　屋上ラウンジ　
約　430㎡（想定 20 人前後）
ビル全体の様々な共用スペースが個人のワークス
ペースに変化する。交流スペース兼休憩スペース

・明るく開放的な半外部の
　ワーキングスペース。
・風・空・緑を感じる癒しの
　空間を提供。
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※計画によってイメージは変更になる可能性があります。
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みなとみらい21中央地区52街区　③ 開発計画等を審査するための提出書類29 　パース図　キングデッキよりコミュニケーションカフェをみる

みなとみらい21中央地区52街区　③ 開発計画等を審査するための提出書類31 　パース図　コミュニケーションカフェ全体

みなとみらい21中央地区52街区　③ 開発計画等を審査するための提出書類32 　パース図　ワーキングラウンジ

イノベーションプラットフォーム・屋上ラウンジ～「新たな出会い」「新たな働き方」そして「新たな発見の場」が生まれる多様な交流機能の提案～

15
a 断面 _ 外構計画断面構成屋内外部一体利用のコミュニケーションカフェのイメージ

・内部と一体的な利用を想定した開閉可能な大開口
・内部仕上げや家具の設えを外構デザインと合わせ
ることで内部へと動線を引き込む空間構成

・自然素材の採用や暖色を基調とした色彩計画によ

・ 低層部に緑を纏わせることで、街区を訪れる全ての人に癒しと憩いの場を与える計画とします。
「滞留スペース」が共存した空間で、多様な人々が移動し、立ち寄り、滞在でき、イベントの開催も可能な自由度の高い場所となるため、緑の基壇によっ

■ B.2 階アウトドアワーキングプレイス
「コミュニケーションカフェ」との連携

・アートガーデンを含めた立体的な賑わいと緑
・高層棟の圧迫感と吹き下ろし、吹き込みの風を緩
和する建物形態

・プライベートな空間でありつつ開放的な外部ワー
キングスペース

■ C.3 階ラウンジテラス
　　　「ワーキングラウンジ」との連携

A

B
3F ラウンジテラス

ワーキング
ラウンジ

ラウンジ
テラス

みなとみらい２１中央地区５２街区開発事業計画 横浜市都市美対策審議会資料 2022/01/14
※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります

24

・色温度は 3500K 程度とし、曲線の壁面をやわらかい表情と白色を強調する計画

■人が集う場のライティングの手法
・ヒューマンフレンドリーな暖かい光色

2F美術館 
2Fキングデッキ

3Fワーキングラウンジ

   2F  コミュニケーションカフェ

コミュニケーションカフェ前から美術館方向の夜間イメージ

みなとみらい２１中央地区５２街区開発事業計画 横浜市都市美対策審議会資料 2022/01/14
※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります

ラウンジテラス

カフェ外部

高層棟外装のボリューム操作により吹き下ろしの風を抑
え、中高木を配置することで風環境や直射日光による影
響を軽減します。南側に低層の建物を配置することで明
るく開放感のある居場所つくりを実現します。

店舗とつながる空間イメージ

温熱環境断面

■居心地の良い外部空間

■

キング軸
（コモンスペース）

（イノベーションプラットフォーム）

（イノベーションプラットフォーム）

インキュベーションラボ

　２階　コミュニケーションカフェ、イノベーションスタジオ　［新たな出会いと交流］［新たな発見の場］

　３階　ワーキングラウンジ・屋上ラウンジ［新たな働き方］

容積割増対象エリア　１

②．キングデッキの多機能化（１F）

みなとみらい 21 中央地区 52 街区開発事業計画　221012

・デッキ下ピロティ水景広場
デッキ下に賑わいの空間を創出するため、家具等を配置する
ことで用途発生となり容積が必要

デッキ下ピロティ空間
キング軸とは異なり、デッキによる日陰の空間となり日差しを遮りながら人々
が憩える空間を創出する。アートガーデンの水や緑と繋がりある空間とする
ため、デッキしたの一部には水景を計画し、水景に隣接するポケットパーク
には植栽を配置する。

① . 屋上ラウンジの整備
・屋上ラウンジ空間

屋上ラウンジ
キング軸で 1 番高い建物となり、臨港パークまで綺麗に眺望でき
る空間で、テナント利用者の働く空間として、家具等を配置し人々
の賑わいを創出する。

イノベーションスタジオ

多目的に利用される大空間。人が集まり交流
するスタジオ地域開放型イベントスペース

※有料利用

カジュアルなカフェ空間。気軽に利用ができ
多種多様な人の目的に対応するスペース。
地域交流スペース兼コワーキングスペース

内外一体となった地域交流空間

コミュニケーションカフェ

テナント企業だけに許された特別なサード
プレイス。働きたくなる空間を演出。

B　ワーキングラウンジ・アートガーデンを含めた
　立体的な賑わいと緑
・高層棟の圧迫感と吹き下ろし、　
　吹き込みの風を緩和する建物形態
・プライベートな空間でありつつ
　開放的な外部ワーキングスペース

・内部と一体的な利用を想定した開閉可能な大開口
・内部仕上げや家具の設えを外構デザインと合わせることで内部へと動線を引き込む空間構成
・自然素材の採用や暖色を基調とした色彩計画により温かみと親しみのある空間

キング軸に面し、緑に囲まれた緑ある外部
のテラス空間。アウトドアワーキング対応。

屋上階

３階

D屋上ラウンジCラウンジテラス (3 階 )

B ワーキングラウンジ (3 階 )

C　ラウンジテラス（容積対象外）

イノベーションスタジオイノベーションスタジオ

コミュニケーションカフェコミュニケーションカフェ

キングデッキキングデッキ

2 階アクソメイメージ 断面イメージ

AA

BB

CC

約　700㎡ ( 想定 50 人前後 )

約　350㎡ ( 想定 25 人前後 )

地域交流施設

産学連携、企業間、地域住民間の相互交流
の促進の場の提供

３階はテナント内部の人の
                                         交流を促す空間
  屋上はオフィスワーカーの
　　　                   休憩できる癒し空間
オフィス内部にとどまらない働き方に対応

みなとみらい 21 中央地区 52 街区開発事業計画　221012

新たな働き方 新たな出会い

新たな発見の場

A ゾーン　約　800㎡

約 430㎡

DD

DD

D　屋上ラウンジ　
約　430㎡（想定 20 人前後）
ビル全体の様々な共用スペースが個人のワークス
ペースに変化する。交流スペース兼休憩スペース

・明るく開放的な半外部の
　ワーキングスペース。
・風・空・緑を感じる癒しの
　空間を提供。
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※計画によってイメージは変更になる可能性があります。
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８．キング軸を中心とした外構デザイン

a 断面 _ 外構計画断面構成外構イメージ 屋内外部一体利用のコミュニケーションカフェのイメージ西大階段

・内部と一体的な利用を想定した開閉可能な大開口
・内部仕上げや家具の設えを外構デザインと合わせ
ることで内部へと動線を引き込む空間構成

・自然素材の採用や暖色を基調とした色彩計画によ
り温かみと親しみのある空間

・ 低層部に緑を纏わせることで、街区を訪れる全ての人に癒しと憩いの場を与える計画とします。
・２F キングデッキは「オープンスペース」と「流動スペース」「滞留スペース」が共存した空間で、多様な人々が移動し、立ち寄り、滞在でき、イベントの開催も可能な自由度の高い場所となるため、緑の基壇によっ
てそれぞれの機能を分けながら、融合する計画とします。

■ B.2 階アウトドアワーキングプレイス
　　「コミュニケーションカフェ」との連携

■オフィス棟低層部コンセプト　「オアシス」=  緑の基壇

・緑・水に包まれた階段脇のワーキングスペース
・キング軸の地上から２階へと人々を誘うメイン動
線となる大階段として象徴的なデザイン

・隣接街区とのつながりを作り出す２方向に開けた
形態や水景の併設

・アートガーデンを含めた立体的な賑わいと緑
・高層棟の圧迫感と吹き下ろし、吹き込みの風を緩
和する建物形態

・プライベートな空間でありつつ開放的な外部ワー
キングスペース

■ A. 西大階段
　　  「キング軸の縦方向移動動線」

■ C.3 階ラウンジテラス
　　　「ワーキングラウンジ」との連携

A

B
3F ラウンジテラス

ワーキング
ラウンジ

ラウンジ
テラス
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※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります
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１０．夜間景観（キングデッキ）

■立体的で奥行きある照明デザイン

■ゲームアートミュージアム外壁のライトアップ

52 街区では、地上レベル～２階デッキレベル～３階
デッキテラスレベルまでの３層にわたる空間構成を
活かして、建物外壁面や屋外の「緑の中の居場所」
に照明を配置する他、屋内の賑わい施設の内壁面、
天井面などの照明効果も利用することで、立体的で
奥行きのある夜間の賑わい空間づくりを行います。

特色ある外観を活かした温かみと上昇感のあるライトアップを行い夜間の賑わいのシンボルとします。
・色温度は 3500K 程度とし、曲線の壁面をやわらかい表情と白色を強調する計画

・直接光を避けた間接的で温かみのある照明を使い、
   居住空間から見る夜間景観が生活の質をより高め
   るような環境になるように計画

・駅方向と住宅エリアを結ぶ低層部の歩行空間は庇
  や軒、デッキの照明計画により隣接街区からの連続
  性に配慮して計画

■照明計画にあたり配慮する事

■人が集う場のライティングの手法
・ヒューマンフレンドリーな暖かい光色

2F美術館 
2Fキングデッキ

3Fワーキングラウンジ

   2F  コミュニケーションカフェ

コミュニケーションカフェ前から美術館方向の夜間イメージ

オフィス棟低層部の夜間イメージ

みなとみらい２１中央地区５２街区開発事業計画 横浜市都市美対策審議会資料 2022/01/14
※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります

ラウンジテラス

カフェ外部

16

８．キング軸を中心とした外構デザイン

高層棟外装のボリューム操作により吹き下ろしの風を抑
え、中高木を配置することで風環境や直射日光による影
響を軽減します。南側に低層の建物を配置することで明
るく開放感のある居場所つくりを実現します。

店舗とつながる空間イメージ

夏場でも快適な木陰の空間（アウトドアワーキングプレイス）

温熱環境断面

アウトドアワーキングプレイス

キングデッキの通路空間

イノベーションプラットフォーム

賑わいを感じる内部廊下

国連大学前のマルシェ マルシェ用テント配置検討

■居心地の良い外部空間

■

■賑わいを感じる流動スペース

■オープンスペース

■滞留スペース

日常は視界の開けた動線として賑わいや緑を感じる場所である
一方、休日にはイベントスペースとしての活用も想定します。

滞留スペースと空間的な抜けを残しつつ緩やかに分け、賑わい
と緑によって動線を他街区と繋ぎ合わせます。

キングデッキや大階段、建物内のイノベーションプラットフォー
ムに緑に包まれた居場所を点在させることで、街区全体に憩い
と賑わいをもたらします。

店舗

A

B

C

D

E

E

DC

BA

みなとみらい２１中央地区５２街区開発事業計画 横浜市都市美対策審議会資料 2022/01/14
※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります

（イノベーションプラットフォーム）

（イノベーションプラットフォーム）

（イノベーションプラットフォーム）

アウトドアワーキングプレイスアウトドアワーキングプレイス

アウトドア
ワーキングプレイス

（イノベーションプラットフォーム）

（イノベーションプラットフォーム）

インキュベーションラボ

サービスステーション

コミュニケーションカフェ

アートカフェ

イノベーションスタジオ

　２階　コミュニケーションカフェ、イノベーションスタジオ　［新たな出会いと交流］［新たな発見の場］

　３階　ワーキングラウンジ・屋上ラウンジ［新たな働き方］

1

容積割増対象エリア　１

②．キングデッキの多機能化（１F）

みなとみらい 21 中央地区 52 街区開発事業計画　221012

・デッキ下ピロティ水景広場
デッキ下に賑わいの空間を創出するため、家具等を配置する
ことで用途発生となり容積が必要

水景広場イメージ 1. キング軸から見る

水景広場イメージ 2. ポケットパークから見る

デッキ下ピロティ空間
キング軸とは異なり、デッキによる日陰の空間となり日差しを遮りながら人々
が憩える空間を創出する。アートガーデンの水や緑と繋がりある空間とする
ため、デッキしたの一部には水景を計画し、水景に隣接するポケットパーク
には植栽を配置する。

① . 屋上ラウンジの整備

約 140㎡

・屋上ラウンジ空間

屋上ラウンジ
キング軸で 1 番高い建物となり、臨港パークまで綺麗に眺望でき
る空間で、テナント利用者の働く空間として、家具等を配置し人々
の賑わいを創出する。

対面する住宅棟への配慮
屋上デッキレベルは 140m、対面する住宅棟の高さは約 100m のた
め、見下ろす形とはなるが、見合う形にはならない高さとする。
また、視界を制御するフィルム貼りや、窓際家具形状などに配慮する

屋上デッキイメージ

イノベーションスタジオ

多目的に利用される大空間。人が集まり交流
するスタジオ地域開放型イベントスペース

※有料利用

カジュアルなカフェ空間。気軽に利用ができ
多種多様な人の目的に対応するスペース。
地域交流スペース兼コワーキングスペース

内外一体となった地域交流空間

コミュニケーションカフェ

テナント企業だけに許された特別なサード
プレイス。働きたくなる空間を演出。

B　ワーキングラウンジ・アートガーデンを含めた
　立体的な賑わいと緑
・高層棟の圧迫感と吹き下ろし、　
　吹き込みの風を緩和する建物形態
・プライベートな空間でありつつ
　開放的な外部ワーキングスペース

・内部と一体的な利用を想定した開閉可能な大開口
・内部仕上げや家具の設えを外構デザインと合わせることで内部へと動線を引き込む空間構成
・自然素材の採用や暖色を基調とした色彩計画により温かみと親しみのある空間

キング軸に面し、緑に囲まれた緑ある外部
のテラス空間。アウトドアワーキング対応。

屋上階

３階

D屋上ラウンジCラウンジテラス (3 階 )

B ワーキングラウンジ (3 階 )

C　ラウンジテラス（容積対象外）

イノベーションスタジオイノベーションスタジオイノベーションスタジオ

コミュニケーションカフェコミュニケーションカフェコミュニケーションカフェ

キングデッキキングデッキキングデッキ

2 階アクソメイメージ 断面イメージ

AAA

BBB

CCC

約　700㎡ ( 想定 50 人前後 )

約　350㎡ ( 想定 25 人前後 )

地域交流施設

産学連携、企業間、地域住民間の相互交流
の促進の場の提供

３階はテナント内部の人の
                                         交流を促す空間
  屋上はオフィスワーカーの
　　　                   休憩できる癒し空間
オフィス内部にとどまらない働き方に対応

みなとみらい 21 中央地区 52 街区開発事業計画　221012

新たな働き方 新たな出会い

新たな発見の場

A ゾーン　約　800㎡

約 430㎡

DDD

DDD

D　屋上ラウンジ　
約　430㎡（想定 20 人前後）
ビル全体の様々な共用スペースが個人のワークス
ペースに変化する。交流スペース兼休憩スペース

・明るく開放的な半外部の
　ワーキングスペース。
・風・空・緑を感じる癒しの
　空間を提供。
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※計画によってイメージは変更になる可能性があります。
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みなとみらい21中央地区52街区　③ 開発計画等を審査するための提出書類29 　パース図　キングデッキよりコミュニケーションカフェをみる

みなとみらい21中央地区52街区　③ 開発計画等を審査するための提出書類31 　パース図　コミュニケーションカフェ全体

みなとみらい21中央地区52街区　③ 開発計画等を審査するための提出書類32 　パース図　ワーキングラウンジ

イノベーションプラットフォーム・屋上ラウンジ～「新たな出会い」「新たな働き方」そして「新たな発見の場」が生まれる多様な交流機能の提案～

15

８．キング軸を中心とした外構デザイン

a 断面 _ 外構計画断面構成外構イメージ 屋内外部一体利用のコミュニケーションカフェのイメージ西大階段

・内部と一体的な利用を想定した開閉可能な大開口
・内部仕上げや家具の設えを外構デザインと合わせ
ることで内部へと動線を引き込む空間構成

・自然素材の採用や暖色を基調とした色彩計画によ
り温かみと親しみのある空間

・ 低層部に緑を纏わせることで、街区を訪れる全ての人に癒しと憩いの場を与える計画とします。
・２F キングデッキは「オープンスペース」と「流動スペース」「滞留スペース」が共存した空間で、多様な人々が移動し、立ち寄り、滞在でき、イベントの開催も可能な自由度の高い場所となるため、緑の基壇によっ
てそれぞれの機能を分けながら、融合する計画とします。

■ B.2 階アウトドアワーキングプレイス
　　「コミュニケーションカフェ」との連携

■オフィス棟低層部コンセプト　「オアシス」=  緑の基壇

・緑・水に包まれた階段脇のワーキングスペース
・キング軸の地上から２階へと人々を誘うメイン動
線となる大階段として象徴的なデザイン

・隣接街区とのつながりを作り出す２方向に開けた
形態や水景の併設

・アートガーデンを含めた立体的な賑わいと緑
・高層棟の圧迫感と吹き下ろし、吹き込みの風を緩
和する建物形態

・プライベートな空間でありつつ開放的な外部ワー
キングスペース

■ A. 西大階段
　　  「キング軸の縦方向移動動線」

■ C.3 階ラウンジテラス
　　　「ワーキングラウンジ」との連携

A

B
3F ラウンジテラス

ワーキング
ラウンジ

ラウンジ
テラス

みなとみらい２１中央地区５２街区開発事業計画 横浜市都市美対策審議会資料 2022/01/14
※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります
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１０．夜間景観（キングデッキ）

■立体的で奥行きある照明デザイン

■ゲームアートミュージアム外壁のライトアップ

52 街区では、地上レベル～２階デッキレベル～３階
デッキテラスレベルまでの３層にわたる空間構成を
活かして、建物外壁面や屋外の「緑の中の居場所」
に照明を配置する他、屋内の賑わい施設の内壁面、
天井面などの照明効果も利用することで、立体的で
奥行きのある夜間の賑わい空間づくりを行います。

特色ある外観を活かした温かみと上昇感のあるライトアップを行い夜間の賑わいのシンボルとします。
・色温度は 3500K 程度とし、曲線の壁面をやわらかい表情と白色を強調する計画

・直接光を避けた間接的で温かみのある照明を使い、
   居住空間から見る夜間景観が生活の質をより高め
   るような環境になるように計画

・駅方向と住宅エリアを結ぶ低層部の歩行空間は庇
  や軒、デッキの照明計画により隣接街区からの連続
  性に配慮して計画

■照明計画にあたり配慮する事

■人が集う場のライティングの手法
・ヒューマンフレンドリーな暖かい光色

2F美術館 
2Fキングデッキ

3Fワーキングラウンジ

   2F  コミュニケーションカフェ

コミュニケーションカフェ前から美術館方向の夜間イメージ

オフィス棟低層部の夜間イメージ

みなとみらい２１中央地区５２街区開発事業計画 横浜市都市美対策審議会資料 2022/01/14
※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります

ラウンジテラス

カフェ外部
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８．キング軸を中心とした外構デザイン

高層棟外装のボリューム操作により吹き下ろしの風を抑
え、中高木を配置することで風環境や直射日光による影
響を軽減します。南側に低層の建物を配置することで明
るく開放感のある居場所つくりを実現します。

店舗とつながる空間イメージ

夏場でも快適な木陰の空間（アウトドアワーキングプレイス）

温熱環境断面

アウトドアワーキングプレイス

キングデッキの通路空間

イノベーションプラットフォーム

賑わいを感じる内部廊下

国連大学前のマルシェ マルシェ用テント配置検討

■居心地の良い外部空間

■

■賑わいを感じる流動スペース

■オープンスペース

■滞留スペース

日常は視界の開けた動線として賑わいや緑を感じる場所である
一方、休日にはイベントスペースとしての活用も想定します。

滞留スペースと空間的な抜けを残しつつ緩やかに分け、賑わい
と緑によって動線を他街区と繋ぎ合わせます。

キングデッキや大階段、建物内のイノベーションプラットフォー
ムに緑に包まれた居場所を点在させることで、街区全体に憩い
と賑わいをもたらします。

店舗

A

B

C

D

E

E

DC

BA

みなとみらい２１中央地区５２街区開発事業計画 横浜市都市美対策審議会資料 2022/01/14
※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります

（イノベーションプラットフォーム）

（イノベーションプラットフォーム）

（イノベーションプラットフォーム）

アウトドアワーキングプレイスアウトドアワーキングプレイス

アウトドア
ワーキングプレイス

（イノベーションプラットフォーム）

（イノベーションプラットフォーム）

インキュベーションラボ

サービスステーション

コミュニケーションカフェ

アートカフェ

イノベーションスタジオ

　２階　コミュニケーションカフェ、イノベーションスタジオ　［新たな出会いと交流］［新たな発見の場］

　３階　ワーキングラウンジ・屋上ラウンジ［新たな働き方］

1

容積割増対象エリア　１

②．キングデッキの多機能化（１F）

みなとみらい 21 中央地区 52 街区開発事業計画　221012

・デッキ下ピロティ水景広場
デッキ下に賑わいの空間を創出するため、家具等を配置する
ことで用途発生となり容積が必要

水景広場イメージ 1. キング軸から見る

水景広場イメージ 2. ポケットパークから見る

デッキ下ピロティ空間
キング軸とは異なり、デッキによる日陰の空間となり日差しを遮りながら人々
が憩える空間を創出する。アートガーデンの水や緑と繋がりある空間とする
ため、デッキしたの一部には水景を計画し、水景に隣接するポケットパーク
には植栽を配置する。

① . 屋上ラウンジの整備

約 140㎡

・屋上ラウンジ空間

屋上ラウンジ
キング軸で 1 番高い建物となり、臨港パークまで綺麗に眺望でき
る空間で、テナント利用者の働く空間として、家具等を配置し人々
の賑わいを創出する。

対面する住宅棟への配慮
屋上デッキレベルは 140m、対面する住宅棟の高さは約 100m のた
め、見下ろす形とはなるが、見合う形にはならない高さとする。
また、視界を制御するフィルム貼りや、窓際家具形状などに配慮する

屋上デッキイメージ

イノベーションスタジオ

多目的に利用される大空間。人が集まり交流
するスタジオ地域開放型イベントスペース

※有料利用

カジュアルなカフェ空間。気軽に利用ができ
多種多様な人の目的に対応するスペース。
地域交流スペース兼コワーキングスペース

内外一体となった地域交流空間

コミュニケーションカフェ

テナント企業だけに許された特別なサード
プレイス。働きたくなる空間を演出。

B　ワーキングラウンジ・アートガーデンを含めた
　立体的な賑わいと緑
・高層棟の圧迫感と吹き下ろし、　
　吹き込みの風を緩和する建物形態
・プライベートな空間でありつつ
　開放的な外部ワーキングスペース

・内部と一体的な利用を想定した開閉可能な大開口
・内部仕上げや家具の設えを外構デザインと合わせることで内部へと動線を引き込む空間構成
・自然素材の採用や暖色を基調とした色彩計画により温かみと親しみのある空間

キング軸に面し、緑に囲まれた緑ある外部
のテラス空間。アウトドアワーキング対応。

屋上階

３階

D屋上ラウンジCラウンジテラス (3 階 )

B ワーキングラウンジ (3 階 )

C　ラウンジテラス（容積対象外）

イノベーションスタジオイノベーションスタジオイノベーションスタジオ

コミュニケーションカフェコミュニケーションカフェコミュニケーションカフェ

キングデッキキングデッキキングデッキ

2 階アクソメイメージ 断面イメージ

AAA

BBB

CCC

約　700㎡ ( 想定 50 人前後 )

約　350㎡ ( 想定 25 人前後 )

地域交流施設

産学連携、企業間、地域住民間の相互交流
の促進の場の提供

３階はテナント内部の人の
                                         交流を促す空間
  屋上はオフィスワーカーの
　　　                   休憩できる癒し空間
オフィス内部にとどまらない働き方に対応

みなとみらい 21 中央地区 52 街区開発事業計画　221012

新たな働き方 新たな出会い

新たな発見の場

A ゾーン　約　800㎡

約 430㎡

DDD

DDD

D　屋上ラウンジ　
約　430㎡（想定 20 人前後）
ビル全体の様々な共用スペースが個人のワークス
ペースに変化する。交流スペース兼休憩スペース

・明るく開放的な半外部の
　ワーキングスペース。
・風・空・緑を感じる癒しの
　空間を提供。
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※計画によってイメージは変更になる可能性があります。

コミュニケーションカフェイメージ

ワーキングラウンジイメージ

基準階イメージ

共用部分共用部分

専有部分（貸室部分）専有部分（貸室部分）

・水、食料、毛布等を備蓄した防災倉庫、非常用発電機や汚水貯留槽等を設置し、72 時間滞在可能

な生活インフラを整備することで、災害時でも一定時間事業継続可能となります。
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4-1. 世界中の人々を惹きつける都市機能の導入

1. グローバルな評価を受けるゲームアートの世界初ミュージアム

3. ゲームアートミュージアムエリアが果たす役割

2. 内部空間・平面空間

・高層オフィス棟からキング軸をはさんだ南側には低層（3 階建）の美術館とプライベートガーデン

からなるゲームアートミュージアムエリアを整備します。

・ゲームはメインビジュアル、映像、キャラクターデザイン、インタラティブデザインなどの複合

芸術です。文化芸術の街、横浜からゲームアートを世界に発信し、MM 地区全体の魅力向上に貢献

します。

・グローバルな評価を受けるゲームアートについて、世界に先駆けた常設の作品展示を行います。

身近な複合芸術としてのゲームを先端技術を使った展示で多くの方に触れ合う機会を提供します。

・多様な交流を促すため、ゲームに興味を持つ次の世代にゲームアートの魅力を伝え、ゲーム

の織り成す複合芸術に関心をつなぐ教育機関としての機能も想定しています。

3. 世界初ゲームアートミュージアム

 ・地区の魅力向上につながるグローバルな集客力の高い美術館

・美術館・博物館が存在する MM 地区において、都市回遊促進

（1）MM 地区全体に対して

 ・美術館来館者に「オアシス」となるアートガーデン

 ・居住者 , 働く人に「オアシス」となる遊歩道・ポケットパーク

（2）美術館来館者、MM 地区内の居住者、
働く人に対して

・アイストップとして人の流れを誘う美術館

・ビジネスの自由な発想を促す美術館とアートガーデン

（3）52，53，54 街区の
中での美術館として

整備イメージ

・来館者は１階から 3 階の円形展示室を自ら移動しながらゲームアートにふれることができます。また、1・2

階内部からアートガーデンを眺めたあとに散策することで水と緑の「オアシス」を体感できます。
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4-2. まちの魅力を楽しむ都市基盤の整備拡充

1. アートと情報発信と防災拠点 2. 立体的な歩行者ネットワーク

1. キングデッキ多機能化整備

・人の往来の多いキングデッキには、地域の情報を発信するとともに、美術館エントランス前に

屋外アートを展示します。

・キングデッキに憩いの場となる滞留空間を設けることで、居心地がよく多様な人々の出会い・

交流が生まれるウォーカブルな人中心の空間を充実させます。

・津波に対応した避難デッキ広場として、防災機能を強化させます。

・隣接した 53，54 を街区を緑の纏まりとして繋ぐ地上から 3 階までの立体的な空間構成とし、

周辺の歩行者ネットワークへ有機的に動線や活動が広がって行く計画とします。

・キング軸は、地上から 2 階デッキレベルへと立体的に変化しながら、52 街区のキングデッキ

を通過して高島中央公園へと連続的に繋がって行きます。53・54 街区のデッキレベルからの

歩行者動線もここで合流することで、機能性豊かで多様な賑わいを生み出すオープンスペース

のネットワークを形成します。

・美術館の建物周りを移動する階段状の動線を合わせて計画することで、周辺街区への見通しが

広がり、３街区 一体で有機的な回遊性を生む群造形を形成します。

立体的な動線の交差による歩車分離

整備イメージ
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4-2. まちの魅力を楽しむ都市基盤の整備拡充

3. ガーデン外周遊歩道

2. アートガーデン

1. キング軸を緑化空間として整備

・ゲームアートミュージアムの平面形状を円形とし

南側に地上緑地帯としてアートガーデンを配置

することで、近接する高島中央公園とキング軸

を結ぶ広大なオープンスペースを形成します。

・日本庭園をコンセプトにおき、池や水路を備え

た水辺、落葉林、常緑林、草地を組み合わせた

都市型ビオトープを創出します。

・将来的に横浜市による整備が予定されていた 60・61 街区方面への歩行者デッキを本計画と併せて整備します。

・これにより、横浜駅から海方向、グランモール方向だけでなく、60・61 街区方面への歩行者動線

が広がり、ネットワークが完成します。

・60・61 街区は、観光・エンターテイメント等の大規模集客施設を誘導するエリアとして位置づ

けられており、その人の流れをグランモール方向に導く役割を果たします。

・また、ゲームアートミュージアムとの観光・エンターテイメントの連携やシナジー効果が期待できます。

2. アートガーデンを含む大規模緑化空間整備 3. とちのき通りデッキ（歩道橋）整備

・周辺にはゆとりのある遊歩道とコモンスペースとなるポケットパークを計画し、街を歩く人が

アートガーデンの緑を享受できる構成とします。

・美術館とアートガーデンを中心にキング軸に各方面から人を招き入れる動線を設けることで人の動きを活性化します。

19

■ ■ ■

■■ ■

■ ■ ■

■■ ■

54 街区54 街区

⾼島中央公園⾼島中央公園⾼島中央公園⾼島中央公園

EAST 棟EAST 棟EAST 棟EAST 棟

WEST 棟WEST 棟WEST 棟WEST 棟

オフィス棟オフィス棟オフィス棟オフィス棟

とちのき通りとちのき通りとちのき通りとちのき通り

⾄横浜駅⾄横浜駅⾄横浜駅⾄横浜駅

みなとみらいみなとみらい
⼤通り⼤通り

みなとみらいみなとみらい
⼤通り⼤通り

MMMM
5 号線5 号線
MMMM

5 号線5 号線

すずかけ通りすずかけ通りすずかけ通りすずかけ通り

52 街区52 街区53 街区53 街区

地下鉄軌道地下鉄軌道

凡例

オープンスペース

ゲームアートゲームアート
ミュージアムミュージアム
ゲームアートゲームアート
ミュージアムミュージアム

住宅街路住宅街路住宅街路住宅街路

⾄みなとみらい駅⾄みなとみらい駅⾄みなとみらい駅⾄みなとみらい駅

■美術館とアートガーデンの役割について■美術館とアートガーデンの役割について ■美術館外観コンセプト オアシス＝生命の源「LIFE」■美術館外観コンセプト オアシス＝生命の源「LIFE」

■螺旋のモチーフ■螺旋のモチーフ

■断面イメージ■断面イメージ
■周辺街区をつなぐ美術館とアートガーデン■周辺街区をつなぐ美術館とアートガーデン

施設全体のテーマ「SMART OASIS」施設全体のテーマ「SMART OASIS」
緑あふれる潤いと賑わい , 文化芸術発信により MM 地区の発展に寄与

全ての生物に共通する命を建物の形を使って表現。
今回計画では渦、螺旋という形に生命の繋がり、渦、螺旋という形に生命の繋がり、
人と人との繋がり、場と場の繋がり、空間と空間人と人との繋がり、場と場の繋がり、空間と空間
の繋がりの繋がりを込めました。キング軸・アートガーデン

・高島中央公園の結節点に位置する美術館は、螺旋
状のフォルムによりレベルの異なるキング軸、アー
トガーデン、高島中央公園を緩やかに繋ぐことで
キング軸に賑わいをもたらすことを意図しています。

■キング軸との関係性■キング軸との関係性
美術館とアートガーデン美術館とアートガーデン
を中心にキング軸に各方を中心にキング軸に各方
面から人を招き入れる動面から人を招き入れる動
線を設けることで人の動線を設けることで人の動
きを活性化します。きを活性化します。
美術館の外壁沿いに 1 階
レベルと２階キング軸を
結ぶ動線（大階段）を確
保し緑化を設けることで
人の動線、緑の繋がりを
可視化、キング軸の賑わ
いと高島中央公園との緑
の繋がりに貢献します。
また、デッキ下をポケッ
トパークとすることで、
53・54 街区からアート
ガーデンと小道への見通
しを改善し美術館・アー
トガーデンに沿った人の
流れを促します。

■内部空間・平面計画■内部空間・平面計画
来館者は 1 階から３階の円形展示室を外観と同じように
螺旋状に自ら移動しながらアートにふれることで
建物コンセプト「LIFE」を体感することができます。
また、1・2 階内部からアートガーデンを眺めたあとに
散策することで水と緑の「オアシス」を体感できます。

・美術館の平面形状を円形とし南側を緑地帯としてアートガーデン
　を形成することで、高島中央公園と 52,53,54 街区のキング軸の
　オープンスペースを統合します。統合された緑のゾーンは住宅
　街区との緩衝帯として、また南側から広がる緑の空間となり、
　高島中央公園を含めた 4 街区が一体的な街区を形成します。

■美術館（ゲームアートミュージアム）について■美術館（ゲームアートミュージアム）について
ゲームはメインビジュアル、映像、キャラクターデザイン、インタ
ラティブデザインなどの複合芸術です。文化芸術の街、横浜からゲ
ームアートを世界に発信し、MM 地区全体の魅力向上に貢献します。

∴美術館・アートガーデンの果たす役割としては
　（1）MM 地区全体に対して
　  ・地区の魅力向上につながるグローバルな集客力の高い美術館
　  ・美術館・博物館が存在する MM 地区において、都市回遊促進
　（2）美術館来館者、MM 地区内の居住者、働く人に対して
　  ・美術館来館者に「オアシス」となるアートガーデン
　  ・居住者 , 働く人に「オアシス」となる小道・ポケットパーク
　（3）52，53，54 街区の中での美術館
　  ・アイストップとして人の流れを誘う美術館
　  ・ビジネスの自由な発想を促す美術館とアートガーデン

うずしお 巻貝 DNA

パース① 2 階展示室 パース② 2 階ホワイエ

凡例

外周路 動線 (2F レベル )
外周路 動線 (1F レベル )

キング軸

⼤階段⼤階段⼤階段
ポケットパークポケットパークポケットパーク

⾼島中央公園⾼島中央公園⾼島中央公園

客動線
ELV 動線

凡例

パース①
パース②

１階プラン

2 階プラン

3 階プラン

⼩道⼩道⼩道

⼩道⼩道⼩道

⼊⼝▶⼊⼝▶

■コンセプト「オアシス」 ＝ Green × Art■コンセプト「オアシス」 ＝ Green × Art

■■すべての人にとっての「オアシス」すべての人にとっての「オアシス」

　　・美術館来館者に「オアシス」となるアートガーデン・美術館来館者に「オアシス」となるアートガーデン
　・居住者 , 働く人に「オアシス」となる小道・ポケットパーク　・居住者 , 働く人に「オアシス」となる小道・ポケットパーク

53,54 街区のイベント型広場とは性格分けを行い、都会の喧騒を離れ、身近に
緑とアートに触れ合える「オアシス」となる空間を目指します。MM 街区では
他にはない規模の水と緑の空間を確保し、「生物多様性」に寄与します。

Art（　　　　　　） Green（緑） Water（水）※日本デザインセンター最高顧問
　日本グラフィックデザイナー境界特別顧問
　の永井一正氏のアート作品を展示

■Art■Art
人が選択できる多様性な場としてアートガーデンを提案します。アートガーデ
ンには、小川や永井一正氏の作品のオブジェを配置し、永遠に紡がれる生命を
感じ取ることができる「オアシス」を目指します。美術館の園路となるアート
ガーデンは、美術館のコンテンツであるゲーム「信長の野望」の主人公、織田
信長が設計した庭園を一部モチーフとします。
■Green・Water■Green・Water
53・54 街区の樹種も考慮し、街区として一体感のある多様な樹種を採用します。
また、小川を配置し四季の感じられる樹種、草花を配します。

■生物多様性■生物多様性
アートガーデンの植栽や小川は、緑地の階層構造の形成や蜜源植物を導入する
ことにより、飛翔性生物（鳥類、蝶類等）の誘引や生息を図ります。
また、生態系に寄与する植物種を導入します。

■歩行者に対して■歩行者に対して
アートガーデンの周囲にはポケットパークと緑に囲まれた小道を設け、歩いて
いる人も緑を楽しめる設えとします。高島中央公園側には大階段を設け周囲地
区から新たにキング軸への流れを生み出し、歩行者が立体的にアートガーデン
の緑を感じられるようにします。また、ポケットパークは敷地コーナーに比較
的大きいものを、小道の途中に小さいものを配置し、歩行者の人数や使い方に
応じた使い方が出来るようにします。

53 街区　52 街区

53 街区側
歩行者通路

小道

⽔路園路

B B

A

A

1F 2F

パース
①

パース
②

パース②　キング軸 ,53・54 街区側から
　　　　　アートガーデンを望む

外周路イメージ

A-A 断面イメージ　アートガーデンとキング軸のつながり

B-B 断面イメージ　53 街区通路を保管する外周路

パース①　2 階デッキよりアートガーデンを望む

棚についてはみどりの奥に設置する等
遮蔽感の少ない納まりとします。

ELV

ELV

ELV
キッチンカー

小道

⼊⼝▶

大階段

９．低層部の設え ( 美術館 )

みなとみらい２１中央地区５２街区開発事業計画 横浜市都市美対策審議会資料 2022/01/14
※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります
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■ ■ ■

■■ ■

■ ■ ■

■■ ■

54 街区54 街区

⾼島中央公園⾼島中央公園⾼島中央公園⾼島中央公園

EAST 棟EAST 棟EAST 棟EAST 棟

WEST 棟WEST 棟WEST 棟WEST 棟

オフィス棟オフィス棟オフィス棟オフィス棟

とちのき通りとちのき通りとちのき通りとちのき通り

⾄横浜駅⾄横浜駅⾄横浜駅⾄横浜駅

みなとみらいみなとみらい
⼤通り⼤通り

みなとみらいみなとみらい
⼤通り⼤通り

MMMM
5 号線5 号線
MMMM

5 号線5 号線

すずかけ通りすずかけ通りすずかけ通りすずかけ通り

52 街区52 街区53 街区53 街区

地下鉄軌道地下鉄軌道

凡例

オープンスペース

ゲームアートゲームアート
ミュージアムミュージアム
ゲームアートゲームアート
ミュージアムミュージアム

住宅街路住宅街路住宅街路住宅街路

⾄みなとみらい駅⾄みなとみらい駅⾄みなとみらい駅⾄みなとみらい駅

■美術館とアートガーデンの役割について■美術館とアートガーデンの役割について ■美術館外観コンセプト オアシス＝生命の源「LIFE」■美術館外観コンセプト オアシス＝生命の源「LIFE」

■螺旋のモチーフ■螺旋のモチーフ

■断面イメージ■断面イメージ
■周辺街区をつなぐ美術館とアートガーデン■周辺街区をつなぐ美術館とアートガーデン

施設全体のテーマ「SMART OASIS」施設全体のテーマ「SMART OASIS」
緑あふれる潤いと賑わい , 文化芸術発信により MM 地区の発展に寄与

全ての生物に共通する命を建物の形を使って表現。
今回計画では渦、螺旋という形に生命の繋がり、渦、螺旋という形に生命の繋がり、
人と人との繋がり、場と場の繋がり、空間と空間人と人との繋がり、場と場の繋がり、空間と空間
の繋がりの繋がりを込めました。キング軸・アートガーデン

・高島中央公園の結節点に位置する美術館は、螺旋
状のフォルムによりレベルの異なるキング軸、アー
トガーデン、高島中央公園を緩やかに繋ぐことで
キング軸に賑わいをもたらすことを意図しています。

■キング軸との関係性■キング軸との関係性
美術館とアートガーデン美術館とアートガーデン
を中心にキング軸に各方を中心にキング軸に各方
面から人を招き入れる動面から人を招き入れる動
線を設けることで人の動線を設けることで人の動
きを活性化します。きを活性化します。
美術館の外壁沿いに 1 階
レベルと２階キング軸を
結ぶ動線（大階段）を確
保し緑化を設けることで
人の動線、緑の繋がりを
可視化、キング軸の賑わ
いと高島中央公園との緑
の繋がりに貢献します。
また、デッキ下をポケッ
トパークとすることで、
53・54 街区からアート
ガーデンと小道への見通
しを改善し美術館・アー
トガーデンに沿った人の
流れを促します。

■内部空間・平面計画■内部空間・平面計画
来館者は 1 階から３階の円形展示室を外観と同じように
螺旋状に自ら移動しながらアートにふれることで
建物コンセプト「LIFE」を体感することができます。
また、1・2 階内部からアートガーデンを眺めたあとに
散策することで水と緑の「オアシス」を体感できます。

・美術館の平面形状を円形とし南側を緑地帯としてアートガーデン
　を形成することで、高島中央公園と 52,53,54 街区のキング軸の
　オープンスペースを統合します。統合された緑のゾーンは住宅
　街区との緩衝帯として、また南側から広がる緑の空間となり、
　高島中央公園を含めた 4 街区が一体的な街区を形成します。

■美術館（ゲームアートミュージアム）について■美術館（ゲームアートミュージアム）について
ゲームはメインビジュアル、映像、キャラクターデザイン、インタ
ラティブデザインなどの複合芸術です。文化芸術の街、横浜からゲ
ームアートを世界に発信し、MM 地区全体の魅力向上に貢献します。

∴美術館・アートガーデンの果たす役割としては
　（1）MM 地区全体に対して
　  ・地区の魅力向上につながるグローバルな集客力の高い美術館
　  ・美術館・博物館が存在する MM 地区において、都市回遊促進
　（2）美術館来館者、MM 地区内の居住者、働く人に対して
　  ・美術館来館者に「オアシス」となるアートガーデン
　  ・居住者 , 働く人に「オアシス」となる小道・ポケットパーク
　（3）52，53，54 街区の中での美術館
　  ・アイストップとして人の流れを誘う美術館
　  ・ビジネスの自由な発想を促す美術館とアートガーデン

うずしお 巻貝 DNA

パース① 2 階展示室 パース② 2 階ホワイエ

凡例

外周路 動線 (2F レベル )
外周路 動線 (1F レベル )

キング軸

⼤階段⼤階段⼤階段
ポケットパークポケットパークポケットパーク

⾼島中央公園⾼島中央公園⾼島中央公園

客動線
ELV 動線

凡例

パース①
パース②

１階プラン

2 階プラン

3 階プラン

⼩道⼩道⼩道

⼩道⼩道⼩道

⼊⼝▶⼊⼝▶

■コンセプト「オアシス」 ＝ Green × Art■コンセプト「オアシス」 ＝ Green × Art

■■すべての人にとっての「オアシス」すべての人にとっての「オアシス」

　　・美術館来館者に「オアシス」となるアートガーデン・美術館来館者に「オアシス」となるアートガーデン
　・居住者 , 働く人に「オアシス」となる小道・ポケットパーク　・居住者 , 働く人に「オアシス」となる小道・ポケットパーク

53,54 街区のイベント型広場とは性格分けを行い、都会の喧騒を離れ、身近に
緑とアートに触れ合える「オアシス」となる空間を目指します。MM 街区では
他にはない規模の水と緑の空間を確保し、「生物多様性」に寄与します。

Art（　　　　　　） Green（緑） Water（水）※日本デザインセンター最高顧問
　日本グラフィックデザイナー境界特別顧問
　の永井一正氏のアート作品を展示

■Art■Art
人が選択できる多様性な場としてアートガーデンを提案します。アートガーデ
ンには、小川や永井一正氏の作品のオブジェを配置し、永遠に紡がれる生命を
感じ取ることができる「オアシス」を目指します。美術館の園路となるアート
ガーデンは、美術館のコンテンツであるゲーム「信長の野望」の主人公、織田
信長が設計した庭園を一部モチーフとします。
■Green・Water■Green・Water
53・54 街区の樹種も考慮し、街区として一体感のある多様な樹種を採用します。
また、小川を配置し四季の感じられる樹種、草花を配します。

■生物多様性■生物多様性
アートガーデンの植栽や小川は、緑地の階層構造の形成や蜜源植物を導入する
ことにより、飛翔性生物（鳥類、蝶類等）の誘引や生息を図ります。
また、生態系に寄与する植物種を導入します。

■歩行者に対して■歩行者に対して
アートガーデンの周囲にはポケットパークと緑に囲まれた小道を設け、歩いて
いる人も緑を楽しめる設えとします。高島中央公園側には大階段を設け周囲地
区から新たにキング軸への流れを生み出し、歩行者が立体的にアートガーデン
の緑を感じられるようにします。また、ポケットパークは敷地コーナーに比較
的大きいものを、小道の途中に小さいものを配置し、歩行者の人数や使い方に
応じた使い方が出来るようにします。

53 街区　52 街区

53 街区側
歩行者通路

小道

⽔路園路

B B

A

A

1F 2F

パース
①

パース
②

パース②　キング軸 ,53・54 街区側から
　　　　　アートガーデンを望む

外周路イメージ

A-A 断面イメージ　アートガーデンとキング軸のつながり

B-B 断面イメージ　53 街区通路を保管する外周路

パース①　2 階デッキよりアートガーデンを望む

棚についてはみどりの奥に設置する等
遮蔽感の少ない納まりとします。

ELV

ELV

ELV
キッチンカー

小道

⼊⼝▶

大階段

９．低層部の設え ( 美術館 )

みなとみらい２１中央地区５２街区開発事業計画 横浜市都市美対策審議会資料 2022/01/14
※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります

みなとみらい21中央地区52街区　③ 開発計画等を審査するための提出書類

横浜駅からMM21地区への導入部として「ツインタワーによるゲート」を形成します。

11

N

N

52街区
53街区
54街区

ツインタワー

グランモール軸

みなとみらい大通りに沿った軸

キング軸 クイーン軸

オフィス棟

高島中央公園

2F

ゲートアート
ミュージアム

キング軸

WEST棟

EAST棟

54街区

とちのき通り

みなとみらい
大通り

すずかけ通り

MM
5号線

至 横浜駅

至 みなとみらい駅

新高島駅

53街区

52街区

キング軸

53街区

地下鉄軌道

MMビジネスゾーン　東立面図

ゲームアートミュージアム外観

MMビジネスゾーンキング軸　南立面図緑の軸の連繫とツインタワーによる群造形

「MMビジネスゾーンA」の一体感を創出する形態と外観
「MMビジネスゾーンA」の顔となる風格のある形態

先行街区デザインコード（垂直性、水平性）を深化させ、
環境に配慮（BEI値0.8、CO2削減20％確保）

　

オフィス棟

高島中央公園

WEST棟

EAST棟

54街区

とちのき通り

みなとみらい
大通り

すずかけ通り

MM
5号線

至 横浜駅

至 みなとみらい駅

新高島駅

52街区
52街区

52街区53街区

54街区

高低差の少ない
スムーズな連続性

52・53・54街区 50街区 20街区

水平方向
分節化

縦方向分節化

軸性強調

52街区オープンスペースの考え方

52街区建物配置の考え方

54街区南北壁面位置の統一
53街区EAST棟壁面と南側施設中心線の統一

■ 配置計画：3街区一体となった配置計画
3街区で「ゲートゾーン」を形成する｢建物配置｣構成
・本計画地は「MMビジネスゾーンA」の最終街区にあたり、先行街区（53、
54街区）の施設配置に合わせることで横浜駅からのゲートゾーンを形成
し、キング軸を中心とした3街区一体の空間を構築します。

海側に緩やかに下るスカイライン
・都市計画に基づき、みなとみらい大通り沿道の
端に高さのある高層棟群からなる街区をつくる
ことで50街区、20街区の順に山側から海側にか
けて緩やかに下るスカイラインを形成します。

・地上に連続する緑の軸の景観と、ツインタワー
の頂部の軸方向性を統一したフォルムとするこ
とで、キング軸の軸性を象徴した群として一体の
纏まりをもつ景観を形成します。

■ 外観計画：3街区の一体感を創出し、MM21地区のツインタワーによるゲートを形成
・垂直性のあるシンメトリ形状によりキング軸の

軸性を強調します。
・高層棟頂部のセットバックによるダウンブローの
抑制。地域熱供給プラント用クーリングタワーの排
熱、騒音による周辺施設への影響低減を図ります。

・永井一正氏監修。らせん状の
フォルムは常に続く上昇と新
たな進化を表し、永井氏の作
品テーマである「LIFE」を表
現しています。
53・54街区との外観デザインの協創
・東西の立面は、53街区の縦基調のデザインと合

わせた、まとまりのあるデザインとします。
・南北の立面は、54街区からの連続した水平ライ

ンにより統一されたデザインとします。
・東面は堀のある縦のリブにより、南面は水平庇
の効果により を行います。

分節化による圧迫感の軽減
・住宅エリア側への圧迫感を軽減するため縦方

向の分節化を行います。また、3階を境界に低層
部と高層部を分節化し色調・素材を変化させた
景観を形成します。

■ 都市計画：上位計画に基づく適切な施設計画

建物配置の工夫による周辺と繋がり広がる｢オープンスペース｣
・ゲームアートミュージアムの平面形状を円形とし南側に地上緑地帯として
アートガーデンを形成することで、高島中央公園とキング軸のオープンス
ペースを統合します。統合された緑のゾーンは住宅街区からビジネス
ゾーンとの緩衝帯となると共にアートガーデンへと広がりのある通景空間
となり、高島中央公園を含めた４街区が一体的な連続性を形成します。
・敷地南側をアートガーデンとし、北側を高層施設とする事で敷地内地下鉄

軌道への影響を最小限に抑え地下鉄運行上の安全性を確保します。

ゲートアート
ミュージアム

整備イメージ

整備後の歩行者ネットワーク完成イメージ

とちのき通り

とちのき通り歩行者デッキ（歩道橋）整備

高島中央公園

→ 60・61 街区

整備イメージ

・キング軸を緑に包まれた様々な居場所が連なった帯とすることで、周辺街区と繋がる賑わいのネットワークを

創出し、「人と環境に優しい」オアシス的空間として整備します。また 2 階デッキレベルにキング軸を象徴す

る緑の軸線――「緑の中の居場所」を設け、ヒューマンスケールの居心地の良い屋外スペースとします。

・緑化率は街区全体で 30％程度、キング軸上のエリアは 50％以上（※）を目標とします。

・キング軸及びアートガーデンの緑化にあたっては、生物多様性の観点から、単一種や同一規格による大規模な

植栽を避けつつ、都市部に生息する鳥や蝶等の生き物を誘う誘鳥木や食草の配植に配慮するとともに、風洞実験

の結果に基づき植栽を適切に配置します。

※キング軸上のエリアでの緑化率算定には壁面緑化や隣接するデッキ部分を含みます

・アートガーデンは、横浜トリエンナーレ等の地域イベントでの開放、地域の小学校や中学校への学習の場とし

ての提供、独自企画によるプロジェクションマッピング等を用いた公開イベントの開催、等を検討しています。
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4-3. 脱炭素化への取組と防災機能の強化

1. 地域熱供給プラント（DHC）の整備

・「脱炭素先行地域（みなとみらい 21 地区における公民連携で挑戦する大都市脱炭素化モデル）」

の取り組みの趣旨に賛同し、本事業での参画を検討しています。

・建築環境性能 CASBEE S ランク、LEED Gold、BELS ★５の取得を目指しており、ZEB　Oriented

相当以上（BEI ≦ 0.6 ）の環境性能となります。

・方位別の日射遮蔽による外壁負荷低減、高性能機器導入、センシングによるきめ細やかな運用に

より高い省エネルギー性能を確保します。

・再生可能エネルギー導入検討報告制度に基づき、再生可能エネルギーである太陽光エネルギーの

導入について検討を進めています。

・以下の環境制御技術や建築技術等の採用を検討し、温室効果ガスの低減を図ります。

①自然採光の活用、高効率電気機器、LED 照明の採用

②自然換気、高性能 Low-E ガラスの採用等による熱負荷低減

③日射遮蔽効果のある庇や奥行きのある縦方向部材の方位別設置による外壁負荷削減

・法定緑化以上の地上緑化を確保し、地球温暖化防止に貢献するとともに、近接する 53、54 街区

及びキング軸緑地と一体となった緑量感を創出します。

・本計画では、新たな地域冷暖房プラントを計画区域に設置し、直接供給を受ける計画です。

また、地域冷暖房プラントを設置することで、みなとみらい２１ 中央 地区に供給される地域冷

暖房事業の強化と高効率化を図り、低・脱炭素化に向けた低炭素型都市づくりに貢献します。

・MM21 中央地区の急激な成長に対応して、20,000RT のプラントを導入して第３プラントを整備します。

3. 脱炭素化への取組

2.BCP 機能の強化

MM21 中央地区全体の熱供給の 20％を確保可能な大規模プラント 1. 帰宅困難者の一時滞在スペースの開放及び 72 時間滞在可能なインフラの整備

2. 充分に災害時対策を講じた施設計画と運営

・本計画では、大規模な災害が発生した場合、帰宅困難者（想定受入人数約 400 人）の一時滞在ス

ペースとして、2、3 階のイノベーションプラットフォームと共用ロビー空間の一部を開放します。

・水、食料、毛布等を備蓄した防災倉庫、非常用発電機や汚水貯留槽等を設置し、72 時間滞在可能

な生活インフラを整備する等、周辺街区の来街者も利用可能な防災機能を整備する計画です。

・地震対策としては、中間免震を採用するほか、架構バランスのとれたセンターコア内にブレース

を集中配置します。建物基礎部分は、軟弱な地盤に対応するために支持地盤までの杭支持形式とし、

大規模な巨大地震においても建物を被害から守ります。

・オフィス棟の最上部には緊急用のホバリングスペースを確保する予定です。これらの防災施設計画

により、高い BCP 機能を確保します。

・施設運営にあたっては、周辺街区の状況を勘案した上で災害時の避難・誘導マニュアルを策定し、

防災イベントや防災訓練を定期的に開催することで、避難・誘導手順、滞留者や帰宅困難者への

対応手順等の情報共有をします。

・本プラントは既存第 1、2 プラントと連

携するインフラネットワークを構築し、

MM21 中 央 地 区 の 将 来 建 設 地 へ の 新 規

供給、プラント間バックアップを可能と

し MM21 中央地区全体の省エネルギー性

能、BCP 機能をアップデートします。

・最新のエネルギー使用効率の高い機器を導

入し、電力・ガス等の消費量を減少させる

ことで排熱及び排ガスの低減を図ります。

地域冷暖房のしくみ（出典：みなとみらい 21 熱供給株式会社 HP）

供給エリア（出典：みなとみらい 21 熱供給株式会社）

 

みなとみらい２１熱供給
第３プラント設置予定

52 街区
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4-4. エリアマネジメントでの取り組み

みなとみらい21中央地区52街区　③ 開発計画等を審査するための提出書類

私たちは「顔・居場所・舞台・礎」づくりの４方針で「SMART OASIS」を具体化します。

開発コンセプト10

５２街区
［地冷プラント］［地冷プラント］

５３街区

５４街区
ゲート
プラザ

オープン
　エア

オープン
　エア

・アウトドア
   フィットネス

・アウトドア
   フィットネス

緑のヴォリューム

・回遊・回遊

建物のヴォリューム建物のヴォリューム

オフィス棟オフィス棟

ツインタワー

横浜駅へ

移動に伴うストレスと無駄を実感。
オンラインが基本でリアル対面が特別

顔の見える適切規模のコミュニティ。
コミュニティへのコミットを自覚

フレックスタイム、ワーケーション。
独自行動の快適性と優位性

1. 移動・交流
価値のシフト

2. 集客・集積
価値のシフト

3. 一斉・一律
価値のシフト

ゲームアート
ミュージアム

キング軸

・パブリック
  アート

・パブリック
  アート

アート
ガーデン

潤い
交流

賑
わい

高島中央
公園

立地特性
場所・時期等、複層的な位置付けへの対応

第3ステージ

第2ステージ

第1ステージ
基点形成期

周辺連携期

街区
整備
計画

施設
計画
概要

ゲートにふさわしい
顔作り

憩いと賑わいの
居場所づくり

多彩な人たちが
交流できる
舞台づくり

地域防災の
礎づくり

策施案提針方発開 対応
計画

時代特性
アフターコロナ時代の価値シフトへの対応

周辺街区と一体でツインタワーによる顔づくりと
緑豊かなオアシスの両立を図ります。

緑・水・アートに包まれ、潤いと賑わいのある
多様なオープンスペースを創ります。

MM21地区のスマートなまちづくりの基点となる
集客・滞在型施設を整備します。

エネルギー基盤となるプラントを整備します。

配置計画　３街区一体となった建物及びオープンスペース
外観計画　３街区の一体感を創出し、ツインタワーによる
　　　　 ゲートを形成

地域熱供給プラント：20,000RT  
　　　　　　　　　　　  （MM21地区の20％を確保）

・アフターコロナに対応したワークプレイス
・緑の中のゲームアートミュージアム
・イノベーションプラットフォーム
　　　　　：多様なアクティビティを包み込む賑わい施設群

外構計画①　キング軸＝緑に包まれた居場所の連続
外構計画②　多様な人達の集い、活動を優しく包み込むオープンスペース
動線計画　　有機的な繋がりを生む、立体的な歩行者ネットワーク
交通処理計画　  明確に歩車分離した、安全性の高い車両出入口の配置

新高島駅

新高島駅

新高島駅

グランモール軸

みなとみらい大通り 道沿 地区

計画地 軸グンキ

前提と課題 開発方針と各提案施策との関係一覧 効果と未来

■ 開発方針
提案趣旨の5つの柱を下記の方針で具体的施策化を図ります。

■ 開発方針の展開フレーム

・ 街のゲート立地及び２つの都市軸の交点立地
・ ビジネス街と住宅地との境界立地
・ 最後発事業として先行街区との関係性
・ 多様な働き方等、新しいライフスタイル
・ 屋外や賑わいの質を重視する社会ニーズ

・ ツインタワー＆ボリューム化
・ 潤いと賑わいの演出
・ 多彩な交流の舞台
・ プラント整備

・ 3つのステージで周辺に連携・波及

・本計画に伴い、まず
　周囲の街区から
　ワーカーや来街者、
　住民の集いの場が
　生まれます

・次に、多彩な屋外活動・イベント
が促され、キング軸につ
ながる街に賑わいと回
遊性が生まれます。

・先行開発街区や住宅街区に
伸びる動線を誘導し、
街の魅力を高め、

新たなコミュニティが形成される
まちづくりを目指します。

隣接街区一体でのツインタワー化によるMM21地区の「ゲートにふさわしい顔」づくり
→街のゲートを形成する最後発事業として、先行街区や公園と一体で街の顔をつくります。

キング軸を含めた街区全体での緑・水・アートによる「潤いと賑わいの居場所」づくり
→オープンスペースの価値が高まる時代ニーズに対応して、他にない潤いと賑わいを演出します。

集客型施設と滞在型施設を融合し、地域に開くことによる「多彩な人たちが交流できる舞台」づくり
→開発の立地と時期を踏まえて、より一層の交流を促すために、異なる施設を融合・開放させた構成とします。

環境性能と事業継続性に優れた地域熱供給プラントの設置による「地域防災の礎」づくり
→自律性の高いエネルギー供給体制づくりに対応するため、地域熱供給プラントを整備します。

1

2

4

3

1

2

3

4

コミュニティ形成期

地域の活性化をはかり、

・みなとみらい２１地区整備において先行街区との調和の確保やそれぞれの街区間で十分な連携を

もって進められることが、地域の魅力を引き出すまちづくりにとって重要となります。

・開発後においても、社会情勢の変化に合わせてまちの新たな価値創出や持続的な地域の魅力づく

りを進めるため、まちの維持・管理や賑わいの創出、防災活動などの一体的なエリアマネジメント

活動を推進します。

・みなとみらい２１地区では、地区内の土地・建物所有者、施設管理運営者等により構成される一

般社団法人横浜みなとみらい 21 が、2009 年４月より街づくりや環境対策、文化・プロモーショ

ン活動などを通じて、地域全体のマネジメントを行っています。

・本計画では一般社団法人横浜みなとみらい 21 と連携を図り、52 街区のみならず、みなとみらい

２１地区全体の活性化・魅力の向上に貢献します。

・最後発事業として 街区間連携を図り、キング軸全体を活用したイベントの企画や参画を行うこと

で、人々の賑わいの結節点としての役割を果たします。

エリアマネジメントでの取り組み

【にぎわい創出・情報発信・地域交流】
○イベント開催

○エリア情報発信、プロモーション

【環境の質の管理】
○エリア内の清掃・美化活動

○緑の維持

【防災・防犯活動】
○防災・防犯計画の共有・連携

○防災備蓄品の把握・連携

・普段はオフィスワーカーのための休憩スペース

である MM21 地区が一望できる屋上ラウンジを、

地元学生等を対象に社会教育活動の一環として

開放します。

・キングデッキでは高島中央公園と連携したマルシェ

等、地域のイベントを開催します。

・街中ピクニックを楽しめるランチボックスの販

売等を行います。

マルシェイメージ
出典：Unsplash（Didier Provost）

1. 横浜みなとみらい 21 との連携によるエリアマネジメント 2. イベントの開催

■活動内容（案）
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5. 特定都市再生緊急整備地域　地域整備方針との整合
地域整備方針の内容 上位計画からの要請とまちづくり課題 本計画が果たす役割（提案内容）

（横浜みなとみらい地区）
グローバル企業の本社機能・研究開発
拠点が多数集積する国際的な業務・商
業機能のほか、中核的 MICE 拠点を有
し、観光地としても人気が高い地区で
あり、企業誘致の推進や魅力的な空間
形成によるまちのブランドの向上とと
もに、街区開発等に合わせた基盤整備
の推進、公民連携やエリアマネジメン
ト等の取組により人と企業を惹きつけ
る街を形成

〇本社機能、研究開発拠点等の企
業集積を活かしたビジネス・産
業を創出

〇新たな MICE 施設や観光エンターテ
イメント施設の集積・活用により、
観光・MICE を推進し、まち全体の
賑わいを創出

〇地区内の歩行者ネットワークの整
備や緑化の推進により、経済波及
効果の高い国際会議の誘致やイン
バウンドを含めた来街者受け入れ
のための環境を充実

〇外国人を含めた来街者が災害時
に安心して行動できるような支
援機能を強化

〇地区としてのエネルギー供給体制を
強化

整
備
の
目
標

都
市
開
発
事
業
を
通
じ
て

増
進
す
べ
き
機
能

公
共
施
設
そ
の
他
の
公
益
的
施
設
の

整
備
及
び
管
理

緊
急
か
つ

重
点
的
な
市
街
地
の
整
備
の
推
進

都市機能 基盤整備 防災・環境

・文化・交流分野において、交流・文化発信力、
集客施設などで評価が低い状況にあり、インバ
ウンドを増やすための取組が特に課題

・横浜らしい先進的な文化芸術やデザイン・
エンターテイメントを体験できることが期待
される

グローバル企業の本社機能

企業誘致の推進

・不動産市場において競争力の高いオフィス
の整備が必要

観光エンターテイメント施設

本社機能

歩行者ネットワークの整備

緑化の推進

災害時に安心して
行動できるような支援機能

魅力的な空間形成

・本社機能に適した基準階 800 坪超、総貸室面積 20,000 坪超のボリュームの高層オフィス棟を整備
・オフィスは専用内階段・ヘビーデューティゾーン・フレキシブルフロアの設置、

柔軟な区画割、並びに充分な階高・電力・空調対応可能な仕様として整備

・イノベーションプラットフォームの整備により、オフィス低層部には産学連携、
地域との交流、新しい働き方の支援、そして屋上にはテナント間の交流等、
イノベーションの誘発に貢献

企業集積を活かした
ビジネス・産業

・一般社団法人横浜みなとみらい 21 と連携を図り、活性化・魅力の向上に貢献
・地元学生等を対象に社会教育活動の一環として MM21 地区が一望できる屋上ラウンジを開放

公民連携や
エリアマネジメント

エネルギー供給体制を強化

・グローバルな評価を受けるゲームアートの世界初ミュージアムの開設
・最新のデジタル技術を駆使し、ゲームとアートを融合した参加体験型美術館の整備

により、文化発信力・エンターテイメントの強化に貢献

・本社機能の誘致を目指し、規模・仕様において競争力のある高規格オフィスを整備

・帰宅困難者約 400 人の一時避難用に、2，3 階のイノベーションプラットフォーム
と共用ロビー空間の一部を開放。併せて、72 時間対応防災倉庫も設置

・防災倉庫、非常用発電機や汚水貯留槽等を設置し、オフィス等が 72 時間滞在可能なインフラの整備

・地域熱供給事業に対して、MM21 中央地区の開発完了に向けて安定的な熱供給を可能とする
20,000RT 供給可能な大規模プラントの設置

・キングデッキを津波に対応した一時避難広場として位置づけ防災対応力の強化に貢献

基盤整備の推進

観光を推進

2. アートガーデンを含む大規模緑化空間整備

1. 地域熱供給プラント（DHC）の整備

3. 世界初ゲームアートミュージアム

3. とちのき通り歩行者デッキ（歩道橋）整備　　　　　　　

・キングデッキを中心に西は新高島駅、東は高島中央公園に至るキング軸の完成

1. 高規格オフィス

2. イノベーションプラットフォーム
と屋上ラウンジ

エリアマネジメントでの取り組み

2.BCP 機能の強化

・都市軸であるキング軸は今後の街づくり
を進める上で要となる軸である

・敷地南側に大規模緑化空間の整備により、圧倒的な緑量で地域に憩いとうるおい
そして緑豊かな景観形成を創出する

・隣接する街区との回遊性の向上が求められ
ている

・まちを眺めながらの移動自体が楽しく感じられるよ
うなまちづくりが求められている

1. キングデッキ多機能化整備

・西区は市内で最も緑被率が低く、横浜市全体で
も緑被率は減少傾向である。MM 地区は大規模
開発によってその改善が可能

・親しまれるオープンスペースの形成に
は、緑の配置が必要

・高齢化や新たな人口流入の中で、コミュニティづ
くりとともに、活動の担い手の育成や情報共有の
場のあり方が課題

・横浜市整備予定の 60・61 街区方面への歩行者デッキを本計画と併せて整備し、
キング軸との接続により当街区を超えた、回遊動線整備に貢献

・キング軸は壁面緑化等を含め 50％の緑化面積を確保した緑に包まれた帯として整備

・キングデッキを整備することで、賑わいの都市軸として MM21 地区に特徴的な都市空間を創出し、
新たなアーバンスポットとしてキング軸が完成

・キングデッキは、オアシス的空間とウォーカブル空間、にぎわい空間そして防災空間等
多機能化広場として整備

1. キングデッキ多機能化整備

・通常のオフィスビルのスペックより一段階上の
機能性、柔軟性・フロア面積などが求められる

・にぎわいと活力ある街、優しい都市環境を形成する
街、横浜の顔となるような街並が求められている

・自由な発想を刺激にイノベーションを誘発し、
新たなビジネスマーケットの創出が期待される

・横浜市では大規模なターミナル駅や横浜経済
を担う企業、行政機能等が集積する横浜の中
心として、防災都市づくりの推進を図り、地
震や津波等に対する更なる防災対応力の向上
に取り組む必要がある

・横浜市はエネルギーの合理的かつ効率的な利用を推進しており、
地区の成長に合わせて、地域熱供給能力の増強が必要になる

・高規格オフィスをより高める附加機能として「イノベーションプラットフォーム」を整備

2.BCP 機能の強化

1. キングデッキ多機能化整備

2. アートガーデンを含む大規模緑化空間整備

2. アートガーデンを含む大規模緑化空間整備

1. キングデッキ多機能化整備

3. 脱炭素化への取組
・脱炭素先行地域における取組を積極的に推進するとともに、

建築環境性能 CASBEE S ランク、LEED Gold 以上の取得を目指す

・アートガーデン外周部にはガーデンの緑を享受できる、遊歩道とポケットパークから成る
自然な回遊動線を整備

2. アートガーデンを含む大規模緑化空間整備

・「横浜市地球温暖化対策実行計画」において 2050 年
までの脱炭素化「Zero Carbon Yokohama」を掲げ、
様々な取組を推進している。

・ミュージアムに面して豊富な緑とアート作品の融合を体感できるビジネス街におい
て貴重なオアシスとなるプライベートな庭園を整備

2. イノベーションプラットフォーム
と屋上ラウンジ

1. 高規格オフィス
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6-1. 参考（景観・都市美対策審議会）

2. 隣接街区との一体的な群造形
・52 街区オフィス棟は、隣接する 53・54

街区のデザインコードを踏襲し、キング

軸沿いは 54 街区の横基調、海・山側は

53 街区の縦基調を取り入れることで３街

区に一体性を持たせる計画としています。

・建物高さは、みなとみらい２１中央

地区景観形成ガイドラインにおいて、

海側から山側に向けて徐々に高く

なるスカイラインを形成すること

としています。

1. スカイラインの形成

・頭頂部は、スカイラインの頂点としてシンボル性

を高めるため、「塔」状のデザインとしています。

・オフィス棟は、公園側の角を取り、外壁デザイン

の切り替えを行うことで縦の分節化が図られてい

ます。また、基壇部と高層部では、仕上げや壁面

緑化により横の分節化も図られています。

3. 中高層部のしつらえ

・建物基盤部は、温かみのある素材や壁面緑化により、
ヒューマンスケールを意識したしつらえとなるよう計画されています。

4. 低層部（基壇部）のしつらえ・にぎわい創出

7

５．53・54街区と一体的な群造形

東立面図

南立面図

53・54 街区のキング軸沿いでは、コモンスペース
（プラザやストリート）に面してヒューマンスケー

ルを感じさせる基壇部デザインを行い、そこに配置
される店舗のアクティビティーの滲み出しにより賑
わい創出を図っています。52 街区では、53・54 街
区の賑わい空間をさらに連続させる基壇部構成とす
る他、キング軸の緑の軸を延長し、街区全体で一体街区全体で一体
性の感じられるまとまりある空間を構成性の感じられるまとまりある空間を構成します。

キング軸は、地上から 2 階デッキレベルへと立体的に変化
しながら、52 街区のキングデッキを通過して高島中央公園
へと連続的に繋がって行きます。53・54 街区のデッキレベ
ルからの歩行者動線もここで合流することで、機能性豊かで
多様な賑わいを生み出すオープンスペースのネットワーク
を形成します。美術館の建物周りを移動する階段状の動線
を合わせて計画することで、周辺街区への見通しが広がり、
３街区 一体で有機的な回遊性を生む群造形を形成３街区 一体で有機的な回遊性を生む群造形を形成します。

東西面のファサードは、 53 街区の縦基調のデザインを
とりいれ街区としてのまとまりのある構成とします。

・東側立面は、奥行きのある縦リブを連続させた壁面デ
ザインとします。合わせて南北角部のオフィス棟上部か
ら下部まで縦方向の面取りによる分節化を行うことで
53 街区の縦基調のデザインとの協調を図ります。

・54 街区の水平ラインを、オフィス棟の南北面のファサ 
ードに連続して取り入れると同時に、南北面は 54 街区
の壁面線とそろえることによりキング軸の軸性に合わせ
て街区を通じた統一感のある壁面構成とします。

緑の中のくつろぎスペースまとまったイベントスペース
0 10 25 50 m100

S=1:1200

パース１：　３街区を通して連続し、緑と賑わいで包み込むような一体性の感じられる基壇部デザイン

パース２：　高島中央公園上空から５２街区をみる

⇒⇒

⇒⇒

SSSS=S=SS 11=1:1S=1:1S 1:S=S=1:1S=1:1S=1:1S=1:1SS 11:S=1:1SS=SSSSSSS=1=SSSSSSSSSS 200200200200200000000002020000000200

みなとみらい２１中央地区５２街区開発事業計画 横浜市都市美対策審議会資料 2022/01/14
※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります

・中高層部では、遠景からのランドマーク性を創出す

るとともに、縦ラインを強調する 53 街区 WEST 棟

と協調させた照明計画とします。

・低層部では建物内のにぎわい施設から光のにじみだ

しや、キング軸上の植栽等のライトアップにより、

人が集う居場所づくりを行う計画としています。

5. 夜間景観

・都市軸であるキング軸、グランモール
軸、クイーン軸から視認できる位置に
美術館を配置し、シンボリックな形状
でアイストップとすることで、人の流
れを誘引する計画としています。

7

５．53・54街区と一体的な群造形

東立面図

南立面図

53・54 街区のキング軸沿いでは、コモンスペース
（プラザやストリート）に面してヒューマンスケー

ルを感じさせる基壇部デザインを行い、そこに配置
される店舗のアクティビティーの滲み出しにより賑
わい創出を図っています。52 街区では、53・54 街
区の賑わい空間をさらに連続させる基壇部構成とす
る他、キング軸の緑の軸を延長し、街区全体で一体街区全体で一体
性の感じられるまとまりある空間を構成性の感じられるまとまりある空間を構成します。

キング軸は、地上から 2 階デッキレベルへと立体的に変化
しながら、52 街区のキングデッキを通過して高島中央公園
へと連続的に繋がって行きます。53・54 街区のデッキレベ
ルからの歩行者動線もここで合流することで、機能性豊かで
多様な賑わいを生み出すオープンスペースのネットワーク
を形成します。美術館の建物周りを移動する階段状の動線
を合わせて計画することで、周辺街区への見通しが広がり、
３街区 一体で有機的な回遊性を生む群造形を形成３街区 一体で有機的な回遊性を生む群造形を形成します。

東西面のファサードは、 53 街区の縦基調のデザインを
とりいれ街区としてのまとまりのある構成とします。

・東側立面は、奥行きのある縦リブを連続させた壁面デ
ザインとします。合わせて南北角部のオフィス棟上部か
ら下部まで縦方向の面取りによる分節化を行うことで
53 街区の縦基調のデザインとの協調を図ります。

・54 街区の水平ラインを、オフィス棟の南北面のファサ 
ードに連続して取り入れると同時に、南北面は 54 街区
の壁面線とそろえることによりキング軸の軸性に合わせ
て街区を通じた統一感のある壁面構成とします。

緑の中のくつろぎスペースまとまったイベントスペース
0 10 25 50 m100

S=1:1200

パース１：　３街区を通して連続し、緑と賑わいで包み込むような一体性の感じられる基壇部デザイン

パース２：　高島中央公園上空から５２街区をみる

⇒⇒

⇒⇒

SSSS=S=SS 11=1:1S=1:1S 1:S=S=1:1S=1:1S=1:1S=1:1SS 11:S=1:1SS=SSSSSSS=1=SSSSSSSSSS 200200200200200000000002020000000200

みなとみらい２１中央地区５２街区開発事業計画 横浜市都市美対策審議会資料 2022/01/14
※本計画は、今後行政協議等により変更される可能性があります

・52・53・54 街区が一体となった超高層街区を形成す

ることで、３街区全体としてランドマーク性を創出し、

スカイラインの頂点となるよう計画されています。

　都市景観協議（都市美対策審議会）の手続

2022 年 3 月都市美対策審議会の承認をとり、景観上問題がなく協議完了。（下記は都市美対策審議会資料より抜粋）

・地上部からキング軸へつながる大階段を設けることで、周辺地区か
らキング軸への流れを新たに生み出し、利便性を向上させるとともに、
歩行者が緑の立体的なつながりを感じられる計画としています。

3. ランドマーク性の創出
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6-2. 参考（環境影響評価）

1. 電波障害

2. 日影

3. 風害

4. 圧迫感

・オフィス棟は、53 街区の高層建築物と可能な限り離隔を取った配置とし、風の複合的な影響を極力抑制する。
・オフィス棟頂部のセットバックやコーナー部の面取りにより、吹き降ろしの抑制を図る。

・オフィス棟は、低層部の色調・素材を変化させることで、高層部と分節化する。

・ オフィス棟の高島中央公園側の壁面は、リブの間隔や色に変化を加え、

圧迫感を軽減する計画である。

・2 階のペデストリアンデッキ及び 3 階のテラスの緑化、

並びに、オフィス棟低層部の壁面緑化を実施する。

・計画区域及び周辺は商業地域に指定されており、横浜市建築基準条例第 4 条の 4 に基づく規制はない。
・計画区域東側の住宅街区及び高島中央公園に配慮し、オフィス棟を北側の配置とする。

・テレビ電波障害対策の実施に関する基本協定に則り、横浜都心電波対策協議会にて、対策の実施等を適切に検討・対応する。
・工事中は、クレーン未使用時のブームを電波到来方向に向ける等の対策を講ずる計画とする。

風環境評価結果（現況）

風環境評価結果（建設後）

・風洞実験の結果、建設後でもランク 2
を超えるポイントは現れなかった。

　環境影響評価条例に基づく環境影響評価の手続状況
事業規模が横浜市環境影響評価条例における第２分類事業に該当したため、2022 年６月に判定届出を行った。判定届出時には、事業特性と地域特性から、
特に下記４項目について予測評価を行った。審査の結果、判定通知を同年９月に取得済。（下記は第２分類事業判定届出書添付資料より抜粋）



13

都市再生特別地区（みなとみらい２１中央地区 52 街区地区）の素案

1 
 

 

横浜国際港都建設計画都市再生特別地区の変更（横浜市決定） 

 

国際港都建設計画都市再生特別地区を次のように変更する。 

種類 面積 建築物

その他

の工作

物の誘

導すべ

き用途 

建築物

の容積

率の最

高限度 

建築物の容積率

の最低限度 

建築物の建蔽率

の最高限度 

建築物の建築

面積の最低限

度 

建築物の

高さの最

高限度 

壁面の位

置の制限 

備

考 

都市再 

生特別 

地区（ 

みなと

みらい

２１中

央地区

52街区

地区） 

約1.6ha ― 88/10 

 

10/10 

 

 ただし、暫定

的な土地利用を

図るもの、公園

、広場その他こ

れらに類する土

地に建築するも

の及び公衆便所

、巡査派出所そ

の他これらに類

する公益上必要

なものは、この

限りでない。 

８/10 

 

 ただし、建築

基準法第53条第

６項第１号に該

当する建築物に

あっては２/10を

加えた数値とす

る。 

2000㎡ 

 

 ただし、巡

査派出所、公

衆電話所及び

令第130条の４

第１項第１号

から第５号ま

でに規定する

公益上必要な

建築物につい

ては適用しな

い。 

 建築

物の高

さは、

計画図

に示す

区域ア

の区域

内にお

いては

180ｍ、

区域イ

の区域

内にお

いては

40ｍ、

区域ウ

の区域

内にお

いては

16ｍ、

区域エ

におい

ては10

ｍ、区

域オに

おいて

は５ｍ

を超え

建築物

等の外壁

又はこれ

に代わる

柱の面は

、計画図

に示す壁

面の位置

の制限を

超えて建

築しては

ならない

。 

ただし

、この距

離の限度

に満たな

い距離に

ある建築

物又は建

築物の部

分が次の

各号のい

ずれかに

該当する

場合はこ

の限りで

ない。 

 

2 
 

てはな

らない

。 

 

１ 公共

用歩廊 

２ 公共

用歩廊

に昇降

するた

めのエ

レベー

ター、

エスカ

レータ

ー、階

段又は

スロー

プ 

 

「区域、地区の区分、建築物の高さの最高限度に関する区域及び壁面の位置の制限は計画図表示のと 

おり」 

 

理由 

 都市再生緊急整備地域・特定都市再生緊急整備地域の趣旨を踏まえ、横浜都心・臨海地域のまちづく

りを積極的に推進し、本地区の国際競争力の強化を図るため、本案のとおり都市再生特別地区を変更す

る。 
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都市再生特別地区（みなとみらい２１中央地区 52 街区地区）の素案

みなとみらい五丁目　　　

1

2

3

都市再生特別地区

（みなとみらい２１中央地区52街区地区）

面積約1.6ha

法定図面

横浜市

種類及び名称

都市計画の

縮　尺

番　号

作成年月日

横浜国際港都建設計画
都市再生特別地区の変更

(みなとみらい２１中央地区52街区地区)

計画図

S=1：2,500

令和　年　月　日

凡　例

都市再生特別地区を変更（追加）する区域

壁面の位置の制限

建築物の高さの最高限度

区域ア

区域イ

区域ウ

区域エ

区域オ

名　称

番号間 境界 備考

①～② 道路界

②～③ 道路界

③～① 地番界

0 50 100ｍ

凡　例

公図写しのとおり

道路境界線及び敷地境界線より2.0m以上後退

180ｍ

40ｍ

16ｍ

10ｍ

5ｍ


